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中学校の普通教室と音楽室にエアコン設置
町政をただす  一般質問に12人が登壇
議 案 に 対 す る 議 員 の 賛 否
議会懇談会のお知らせ・傍聴記・表紙の写真紹介

２
８
10
23
24

３
月
定
例
議
会

2017.5.1

卒業おめでとう　３つ子ちゃんの６年間の大きな歩み（３月22日　須賀小学校）

95億1,400万円でスタート
東武動物公園駅東口駅前広場の用地買収へ

102№ 
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平
成
29
年
３
月
定
例
議
会
は
２
月
16
日
か
ら
３
月
24
日
ま
で
の
37
日
間
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
な
ど
７
つ
の
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
の
総
括

質
疑
と
、
２
つ
の
委
員
会
で
そ
れ
ぞ
れ
審
議
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
延
べ
５
日
間
に
わ
た
っ
て
各
課
ご
と
に
質
疑
応
答
を
行
い
、
徹
底
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　

多
く
の
質
疑
の
あ
と
、
採
決
の
結
果
、
賛
成
８
反
対
４
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

95
億
１
４
０
０
万
円
で
ス
タ
ー
ト

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
駅
前
広
場
の
用
地
買
収
へ

平成29年度一般会計予算

公　債　費
23,427円

総　務　費
36,574円

土　木　費
37,909円

民　生　費
103,904円

消　防　費
15,223円

教　育　費
27,533円

議　会　費
2,947円

衛　生　費
23,561円

商　工　費
2,061円

農林水産業費
7,579円

労働費など
686円

281,404円

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

一般会計予算の内訳一般会計予算の内訳

町税
36億1,239万円
　　　　38.0％

地方交付税
19億1,000万円

20.1％

町債
7億7,480万円

8.1％

繰入金
5億1,136万円

5.4％

国庫支出金
9億5.037万円
10.1％

県支出金
5億9,037万円
6.2％ 歳　入

95億1,400万円

町税
36億1,239万円
　　　　38.0％

地方交付税
19億1,000万円

20.1％

町債
7億7,480万円

8.1％

繰入金
5億1,136万円

5.4％

国庫支出金
9億5.037万円
10.0％

県支出金
5億9,037万円
6.2％

諸収入
1億9,446万円 2.0％

地方消費税交付金
4億1,300万円 4.3％

その他
5億5,725万円 5.9％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％　スミ 60％に

ブレンド（スレップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

歳　出
95億1,400万円

民生費
35億1,289万円
　　　　36.9％

総務費
12億3,653万円

13.0％

土木費
12億8,168万円

13.5％

教育費
9億3,086万円

9.8％

公債費
8億9,204万円

8.3％

衛生費
7億9,657万円

8.4％

消防費
5億1,468万円

5.4％
民生費
35億1,289万円
　　　　36.9％

総務費
12億3,653万円

13.0％

土木費
12億8,168万円

13.5％

教育費
9億3,086万円

9.8％

公債費
7億9,204万円

8.3％

衛生費
7億9,657万円

8.4％

消防費
5億1,468万円

5.4％

農林水産業費
2億5,623万円 2.7％

議会費
9,962万円 1.0％

商工費
6,967万円 0.7％

労働費
305万円 0.03％

予備費など
2,017万円 0.27％

グラフを作りグループ化を解除

1つずつ 95％に縮小して色を変える

色 50％、スミ 30％

立体用は 2ミリ下に移動　色 100％、スミ 60％

ブレンド（ステップ数 25）し、一番上に白ワクつきを

一般会計歳出予算の
町民１人当たりの金額

※人口33,809人（平成29年３月１日現在）
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問　

進
修
館
の
ト
イ
レ
や
洗
面

台
、
喫
煙
所
、
音
響
設
備
な
ど
、

使
い
心
地
に
つ
い
て
、
何
か
考

え
は
。

答　

大
ホ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
カ
ー

は
指
定
管
理
者
が
修
理
し
た
。

ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
は
構
造
上

の
問
題
も
あ
る
。

問　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
率
は

9₅
％
と
の
こ
と
、
１
０
０
％
に

な
る
の
は
い
つ
か
。

答　

壊
れ
た
箇
所
の
交
換
時
に

Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
す
る
。
時
期
は
定
め

て
い
な
い
。

問　

返
却
す
る
借
地
は
ど
こ
か
。

答　

中
島
児
童
公
園
。
地
主
の

返
却
要
望
に
応
じ
た
。

問　

地
域
防
災
計
画
改
訂
の
職

員
の
役
割
は
。

答　

職
員
が
増
え
れ
ば
直
営
で

で
き
る
が
、
資
料
収
集
な
ど
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
依
頼
せ
ざ
る

を
得
な
い
。
県
と
の
調
整
は
職

員
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
す
る
。

生
活・環
境

進修館管理事業 3,097万円

防犯活動事業 1,366万円

防災活動事業 1,299万円

交通安全対策事業 1,259万円

みやしろの魅力推進事業 396万円

主な使いみち

進
修
館
の
使
い
心
地
に
何
か
考
え
は

総
務・財
政

主な使いみち

問　

町
は
自
主
財
源
が
少
な
い
。

歳
入
の
確
保
は
。

答　

安
定
し
た
税
収
の
確
保
の

た
め
に
も
企
業
誘
致
は
重
要
。

努
力
し
て
い
く
。

問　

臨
時
財
政
対
策
債
の
増
加

理
由
は
。

答　

臨
時
財
政
対
策
債
は
交
付

税
不
足
分
を
補
て
ん
す
る
も
の
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
考
慮
す
る

と
全
額
発
行
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

問　

非
正
規
職
員
の
待
遇
改
善

は
。

答　

平
成
28
年
度
に
引
き
上
げ

た
。
適
正
と
考
え
、
平
成
29
年

度
は
同
額
と
し
て
い
る
。

問　

町
執
行
部
は
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
実
施
す
る
考
え
は
。

答　

早
い
時
期
に
、
住
民
の
意

見
を
聴
く
場
と
し
て
検
討
す
る
。

問　

便
利
バ
ス
の
新
ル
ー
ト
案

の
バ
ス
停
は
。

答　

バ
ス
停
の
案
は
、
中
島
交

差
点
と
東
小
学
校
五
差
路
の
間
、

百
間
４
丁
目
、
百
間
２
丁
目
の

３
か
所
と
し
た
。

自
主
財
源
が
少
な
い
。
歳
入
の
確
保

自
主
財
源
が
少
な
い
。
歳
入
の
確
保

OA管理事業 1億 395万円

オフィスサポーター雇用事業 4,647 万円

便利バスが走る事業 1,543 万円

広聴・広報事業 611万円

徴収対策事業 273万円
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問　

和
戸
駅
西
口
、
姫
宮
駅
周

辺
の
整
備
は
。

答　

県
の
方
向
と
し
て
は
、
県

南
以
北
の
新
住
宅
地
の
整
備
は

認
め
な
い
。
市
街
地
と
す
る
の

は
無
理
。
今
後
の
課
題
と
認
識
。

問　

新
し
い
村
使
用
料
の
積
算

根
拠
と
育
苗
施
設
の
使
用
料
は
。

答　

条
例
に
基
づ
く
使
用
料
を

収
入
と
し
て
計
上
。
耕
作
放
棄

地
の
解
消
な
ど
農
地
保
全
を
目

的
に
無
償
貸
付
と
し
て
い
る
。

問　

公
園
管
理
協
定
で
の
雑
草

の
除
草
は
地
元
負
担
が
大
き
い
。

答　

町
が
管
理
す
る
こ
と
に
な

る
と
管
理
費
用
が
増
大
す
る
。

問　

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
周
辺

整
備
に
お
い
て
、
住
民
と
の
問
題

点
は
あ
る
か
。

答　

個
人
的
な
要
望
と
し
て
は
、

残
留
希
望
者
の
再
配
置
先
が
皆

さ
ん
商
売
を
し
て
い
る
の
で
、

条
件
の
良
い
場
所
に
集
中
す
る

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
調

整
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

問　

小
規
模
保
育
施
設
の
面
積

基
準
、
職
員
の
確
保
状
況
な
ど

は
。
保
育
時
間
の
変
更
に
つ
い

て
。

答　

基
準
は
保
育
所
と
同
等
。

職
員
は
現
在
募
集
中
。
保
育
時

間
は
基
本
的
に
は
手
続
き
な
く

変
更
は
で
き
な
い
。

問　

今
は
病
院
の
時
代
だ
と
思

う
が
、
六
花
の
今
後
の
考
え
方

を
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
は
予
約
な
し
で
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
る
な
ど
、
皆

さ
ん
が
受
け
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
留
意
し
、
引
き
続
き
診
療

所
と
し
て
の
機
能
が
発
揮
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

健
康
づ
く
り
の
事
業
は
。

答　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
年

１
回
、
参
加
者
は
23
人
。
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
年
１
回
、

１
８
９
人
。
介
護
予
防
事
業
と

し
て
は
健
康
づ
く
り
の
取
り
組

み
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

市
街
化
の
拡
張
整
備
は
で
き
る
の
か

建
設・観
光

保
健・福
祉

障害者総合支援事業� 6億1,613万円
児童手当支給事業� 4億6,146万円
こども医療費支給事業� 1億 183万円
保健予防事業� 8,753万円
私立幼稚園就園奨励事業� 5,449万円
学童保育所運営事業� 4,872万円

主な使いみち

主な使いみち

4月から開園した小規模保育施設（本田地内）

都市計画道路整備事業� 1億9,237万円
東武動物公園駅東口周辺整備事業� 1億7,708万円
新しい村管理運営事業� 8,109万円
橋りょう維持管理事業� 5,400万円
公園等環境管理事業� 2,651万円
商工業振興事業� 1,515万円

市
街
化
の
拡
張
整
備
は
で
き
る
の
か

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
の
実
現

安
心
で
き
る
子
育
て
環
境
の
実
現
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問　

図
書
館
管
理
運
営
事
業
は

予
算
は
同
じ
で
こ
れ
ま
で
以
上

の
サ
ー
ビ
ス
と
は
。

答　

宮
代
町
史
や
ビ
ジ
ュ
ア
ル

版
を
デ
ジ
タ
ル
化
。
学
校
の
授

業
で
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
見
た

り
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
全
世

界
に
町
の
情
報
を
発
信
で
き

る
。

問　

デ
ジ
タ
ル
宮
代
図
書
館
と

は
。

答　

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
で
借
り
る
こ
と
が
で
き
電
車

の
中
で
も
ス
マ
ホ
な
ど
で
読
む

こ
と
が
で
き
る
。
現
在
３
７
０

０
冊
ほ
ど
読
め
る
。

問　

和
戸
公
民
館
も
百
間
公
民

館
も
駐
車
場
が
狭
い
が
。

答　

不
足
気
味
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
公
共
改
革
の
一
環
で

今
後
借
地
を
増
や
さ
な
い
方
針
。

問　

小
中
学
校
適
正
配
置
事
業

は
予
算
計
上
な
し
だ
が
、
広
報

で
情
報
の
提
供
は
で
き
な
い
か
。

答　

検
証
作
業
と
し
て
行
う
の

は
庁
内
的
な
作
業
で
あ
る
。

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
は

教
育・文
化

学校給食運営管理事業� 3億 684万円

図書館管理運営事業� �8,279万円

総合運動公園管理事業� �6,337万円

小中学校学力向上推進事業� �3,938万円

主な使いみち

図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
は

　　　　　丸藤 栄一議員
① 町民のいのちと健康を守る国民健康保険事業
への繰り出し措置が大幅に減額されたこと。

② 町民の実質所得は上がっていないにもかかわ
らず、軽自動車税の引き上げや都市計画税な
ど町民負担は重くなっていること。

③ マイナンバーは、一人ひとりの個人情報など
を管理・監視するもの。

④ 定住人口を増やすため、保育料の引き下げや
学校給食の無償化を図るべき。

⑤ カーブミラーの整備や防犯灯は、住民からの
要望と設置とに乖離がある。

⑥ 小中学校の統廃合は、行政が一方的に進める
べきではない。地域とともにある学校づくり
の視点を踏まえた議論を行うこと。

反対討論

　　　　　金子 正志議員
① 厳しい現状を埋めることができなければ、持続
的な自治体運営は不可能である。
② 法人が少ない。商業も弱い。工業団地もない。
財政を強くする産業がない。税収減に加えて社
会保障費増のダブルパンチ。
③ 合併を望む町民が多いと結果が出たにもかかわ
らず協議を進めようとしない。説明会を行う項
目さえない。責任の放棄と考えられる。
④ 単独行政を望むなら、引き上げた給料を元に戻
したらいい。議員報酬は日当制にする。自ら痛
みを伴う改革をすることが必要。
⑤ 合併行政に進もうとしない、かといって単独行
政で頑張る覚悟もない。財政の改善見通しのな
いままでは、ふるさとの未来が見えない。

反対討論

　　　　　小河原 正議員
① 財政が厳しいと説明しながら、町長、副町
長、教育長、議員の期末手当を引き上げる
提案をする発想は、私には理解に苦しむ。

②マイナンバーは個人情報のリスクが心配。
③ 町民の安全のためのカーブミラー、防犯灯
の設置は、要求どおり設置すべきである。

④ 「ふれ愛センター」の廃館は福祉重視から
逆行した。交流の場をなくしてしまった。

⑤ 新しい村の事業は、昨年直営となった。収
益が出た場合、生産者と利用者に還元され
るのが本来の姿のはずが、逆行している。

⑥ 小中学校の統廃合は、議会で請願が可決さ
れたにもかかわらず、予算化されていない
が、住民と審議会の判断を仰ぐべきである。

反対討論
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問　

国
保
税
が
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
は
何
か
。

答　

国
保
税
率
な
ど
の
改
正
に
よ
り
増

額
と
な
っ
て
い
る
。

問　

保
険
税
改
正
に
伴
う
納
税
者
へ
の

影
響
は
。

答　

毎
年
２
億
円
の
法
定
外
繰
入
金
を

投
入
し
収
支
を
維
持
し
て
い
る
厳
し
い

財
政
状
況
と
、
平
成
30
年
度
か
ら
の
広

域
化
を
見
据
え
て
、
急
激
な
保
険
税
の

変
化
と
な
ら
な
い
よ
う
国
保
税
を
改
正

し
た
。

　

低
所
得
者
層
は
軽
減
が
か
か
る
こ
と

か
ら
、
今
回
の
国
保
税
の
改
正
に
よ
る

引
上
げ
額
は
、
限
定
的
で
あ
る
。

問　

１
人
当
た
り
の
引
上
げ
額
は
。

答　

１
人
当
た
り
の
賦
課
調
定
額
は
８

万
５
５
４
４
円
。
前
年
度
と
比
較
し
て

１
年
当
た
り
４
６
０
０
円
（
月
約
３
８

０
円
）
の
増
と
な
っ
て
い
る
。

問　

出
産
育
児
一
時
金
、
増
額
の
理
由

は
。

答　

被
保
険
者
の
出
産
費
用
に
か
か
る

一
時
金
（
42
万
円
）
を
交
付
し
て
い
る
。

件
数
の
増
加
を
見
込
ん
で
増
額
と
し
て

い
る
。

問　

特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
が
下
が

っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

答　

平
成
27
年
度
の
受
診
率
が
35
・
９

％
と
な
っ
て
お
り
、
29
年
度
は
実
績
に

近
い
目
標
値
と
し
た
。

問　

子
宮
頸
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
を
新

規
に
計
上
し
た
理
由
は
。

答　

県
の
交
付
金
の
対
象
と
な
る
た
め
、

一
般
会
計
か
ら
被
保
険
者
分
を
移
行
し

た
。

問　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
率

と
普
及
促
進
策
は
。

答　

生
活
習
慣
病
医
薬
品
の
利
用
率
が
、

最
近
で
は
56
％
。
生
活
習
慣
病
に
か
か

る
薬
剤
を
対
象
に
差
額
通
知
を
送
り
、

希
望
シ
ー
ル
や
希
望
カ
ー
ド
を
配
布
し

て
い
る
。
今
後
、
薬
局
な
ど
と
連
携
し
、

普
及
に
努
め
た
い
。

国
民
健
康
保
険

国
保
運
営
の
広
域
化
を
見
据
え

国
保
税
の
賦
課
方
式
や
税
率
改
正
な
ど

会 計 区 分 平成29年度 増減額 増減率
国 民 健 康 保 険 48億2,900万円 1億1,896万円 2.5％
介 護 保 険 27億3,522万円 2億3,383万円 9.3％
後 期 高 齢 者 医 療 4億3,844万円 681万円 1.6％
公 共 下 水 道 事 業 10億1,890万円 1億2,395万円 13.9％
農 業 集 落 排 水 事 業 5,659万円 230万円 4.2％
水 道 事 業 会 計 12億6,947万円 2億5,644万円 25.3％

平成29年度特別会計・企業会計予算
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問　

国
、
県
の
負
担
金
、
町
の
繰
入
金

が
増
加
し
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答　

要
介
護
認
定
者
の
増
加
と
と
も
に
、

居
宅
分
、
施
設
分
と
も
増
加
し
、
全
体

的
に
給
付
費
が
増
加
し
て
い
る
。

問　

認
定
調
査
の
予
算
の
内
訳
は
。

答　

要
介
護
認
定
の
新
規
、
更
新
、
変

更
申
請
と
も
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
予

算
は
実
績
を
考
慮
し
て
１
３
０
０
件
分

を
計
上
し
た
。

問　

町
内
の
特
養
待
機
者
は
ど
の
位
い

る
の
か
。

答　

県
が
行
っ
た
調
査
で
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
時
点
で
、
宮
代
町
の
要
介

護
１
～
５
の
待
機
者
実
数
は
43
人
と
な

っ
て
い
る
。

問　

町
内
に
介
護
保
険
の
入
所
施
設
は

ど
の
位
あ
る
の
か
。

答　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
２
か
所

で
２
０
０
床
、
地
域
密
着
型
特
養
が
１

か
所
29
床
、
老
人
保
健
施
設
が
２
か
所

１
６
０
床
で
あ
る
。

問　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
等
養
成
事
業

は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答　

地
域
や
職
場
に
お
い
て
、
認
知
症

を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
人
や
そ

の
家
族
の
よ
き
理
解
者
と
な
る
方
を
養

成
す
る
講
座
で
あ
る
。

問　

公
共
下
水
道
事
業
に
都
市
計
画
税

は
ど
の
く
ら
い
入
っ
て
い
る
か
。

答　

平
成
29
年
度
は
２
２
５
万
円
。

問　

施
設
管
理
業
務
委
託
料
が
増
額
と

な
っ
て
い
る
が
、
理
由
は
。

答　

平
成
29
年
度
は
、
委
託
の
初
年
度

と
な
る
こ
と
か
ら
、
競
争
入
札
前
の
価

格
を
予
算
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

問　

下
水
道
区
域
内
で
の
未
接
続
は
。

答　

平
成
27
年
度
末
デ
ー
タ
で
、
５
１

３
件
で
あ
る
。

問　

中
川
流
域
下
水
道
維
持
管
理
負
担

金
と
、
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

平
成
29
年
度
、
30
年
度
は
１
立
方

メ
ー
ト
ル
当
た
り
40
円
と
な
る
。

　

今
後
の
単
価
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
わ
か
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　

使
用
料
収
入
が
増
額
と
な
っ
て
い

る
が
、
理
由
は
。

答　

５
世
帯
増
加
に
よ
る
も
の
。

問　

現
在
の
普
及
状
況
と
、
今
後
の
見

通
し
は
。

答　

平
成
27
年
度
末
で
処
理
区
域
内
人

口
は
９
３
９
人
。
人
口
減
少
か
ら
、
計

画
人
数
に
達
す
る
の
は
難
し
い
。

問　

１
人
当
た
り
の
保
険
料
と
、
近
隣

よ
り
高
い
理
由
は
。

答　

平
成
29
年
度
の
１
人
当
た
り
の
保

険
料
は
７
万
５
４
２
４
円
で
あ
る
。
後

期
高
齢
者
の
所
得
が
比
較
的
高
い
人
が

多
く
、
医
療
費
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

問　

保
険
料
の
増
加
傾
向
は
続
く
か
。

答　

今
後
も
被
保
険
者
の
増
加
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
保
険
料
総
額
は
増
加
す

る
。

問　

被
保
険
者
の
人
数
は
何
人
か
。

答　

被
保
険
者
は
４
６
５
５
人
で
あ
る
。

問　

人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
状
況
は
。

答　

町
内
は
「
六
花
」
、
「
も
と
む
ら

ク
リ
ニ
ッ
ク
」
の
２
か
所
。
県
内
は
主

に
春
日
部
、
久
喜
市
が
多
く
、
県
外
で

は
東
京
都
で
の
受
診
が
多
い
。
受
診
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。

問　

老
朽
管
へ
の
対
応
、
布
設
替
え
の

今
後
の
見
通
し
、
計
画
は
。

答　

水
道
管
が
１
４
０
㎞
以
上
あ
る
が
、

重
要
な
路
線
25
㎞
を
20
年
で
更
新
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
順
次
進
め
た
い
。

問　

給
水
原
価
、
供
給
単
価
に
つ
い
て

宮
代
町
が
高
い
理
由
は
。

答　

井
戸
な
ど
の
施
設
維
持
費
が
か
か

っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

料
金
改
定
し
て
い
な
い
他
の
事
業
体

よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
。

問　

宮
代
町
と
近
隣
自
治
体
の
県
水
と

自
己
水
の
割
合
は
。

答　

宮
代
町
は
県
水
70
％
、
井
戸
水
30

％
で
あ
る
。
杉
戸
町
が
県
水
95
％
、
他

も
宮
代
町
よ
り
県
水
の
比
率
が
高
い
と

認
識
し
て
い
る
。

介
護
保
険

後
期
高
齢
者
医
療

公
共
下
水
道
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業

水
道
事
業
会
計
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平成2₈年度一般会計補正予算

<

全
会
一
致
で
可
決>

　

歳
入
歳
出
予
算
に
１
億
４

３
４
９
万
円
を
追
加
。

　

山
崎
山
ト
ラ
ス
ト
保
全
地

の
追
加
購
入
、
国
の
施
策
で

あ
る
臨
時
福
祉
給
付
金
の
実

施
、
こ
ど
も
医
療
費
の
支
給

実
績
に
基
づ
く
扶
助
費
の
追

加
、
国
の
補
正
予
算
を
活
用

し
た
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
の
追
加
が
主
な
も
の
。

問　

森
の
市
場
﹁
結
﹂
の
売

り
上
げ
が
上
が
っ
た
の
は
。

答
　
新
し
い
村
の
ス
タ
ッ
フ

の
意
識
改
革
、
生
産
者
の
協

力
、
月
１
回
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

な
ど
、
集
客
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
。
町
と
の
月
１
回
の
経
営

会
議
な
ど
意
見
交
換
を
実
施

し
、
売
り
上
げ
に
結
び
つ
く

よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
き
た
。

問　

緑
の
ト
ラ
ス
ト
保
全
地

の
購
入
面
積
と
購
入
単
価
は

答
　
面
積
は
２
筆
で
95
坪

（
３
１
４
㎡
）、
単
価
は
不
動

産
鑑
定
士
と
相
談
し
坪
６
万

円
と
し
た
。

問　

今
回
の
エ
ア
コ
ン
31
基

分
の
内
訳
と
、
既
存
と
合
わ

せ
た
全
部
で
１
１
３
基
分
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
。

答
　
今
回
の
内
訳
は
普
通
教

室
が
28
基
、
音
楽
室
が
３
基
。

　

エ
ア
コ
ン
の
光
熱
水
費
は

１
基
当
た
り
６
万
円
×
１
１

３
基
６
８
０
万
円
、
保
守
点

検
は
２
７
５
万
円
、
償
還
金

は
２
２
１
３
万
円
。
合
計
で

年
間
３
１
６
８
万
円
と
見
込

ん
で
い
る
。

問　

エ
ア
コ
ン
の
耐
用
年
数

は
ど
の
く
ら
い
か
。

答
　
国
庫
補
助
と
の
関
係
か

ら
処
分
制
限
期
間
は
13
年
か

ら
15
年
と
考
え
て
い
る
。

問　

今
年
の
夏
に
間
に
合
う

よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
設
計
、
入
札
、
そ
の
後

工
事
と
な
り
、
エ
ア
コ
ン
の

稼
働
は
平
成
30
年
３
月
か
ら

の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

問　

臨
時
給
付
金
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

答
　
３
月
末
に
対
象
者
に
申

請
書
を
送
り
、
４
月
か
ら
７

月
末
ま
で
の
４
か
月
間
で
申

請
を
受
け
る
予
定
で
あ
る
。

問　

こ
ど
も
医
療
費
支
給
事

業
が
増
額
の
理
由
は
。

答
　
１
月
末
で
５
歳
以
下
の

対
象
者
が
増
え
て
い
る
。

中
学
校
１
・
２
年
生
の
教
室
と
音
楽
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
な
ど

一
般
会
計
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
予
算

主
な
質
疑

科目・事業名 補正額 主な補正理由・積算根拠

みやしろの魅
力推進事業 572万円 山崎山トラスト保全地の購入

臨時福祉給付
金等給付事業 6,462万円 支給対象者数　4,030人予定

支給額　1人当たり15,000円

こども医療費
支給事業 517万円 こども医療費支給見込み額の増

中学校施設管
理事業 8,370万円 国の補正予算を活用した中学校

エアコン設置　町内３校31基

賛
成
討
論 

小
河
原
正
議
員

　

今
回
は
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
予
算
が
計
上
さ
れ
た
。
昨

年
12
月
に
小
学
校
の
設
置
が
決

ま
っ
て
い
る
の
で
、
小
学
校
の

設
置
を
早
め
に
す
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
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<

賛
成
９
、
反
対
３
で
可
決>

　

平
成
31
年
10
月
１
日
の
消

費
税
率
10
％
導
入
に
合
わ
せ

て
、
法
人
町
民
税
の
税
率
引

き
下
げ
な
ど
を
す
る
も
の
。

問　

今
回
の
消
費
税
率
1₀
％

の
導
入
時
に
お
け
る
法
人
住

民
税
の
税
割
分
の
影
響
額
と
、

消
費
税
８
％
の
導
入
時
で
の

影
響
額
は
。

答
　
消
費
税
10
％
導
入
時
の

影
響
額
は
約
２
７
０
０
万
円

の
減
収
見
込
み
。
消
費
税
８

％
導
入
時
で
約
２
５
０
０
万

円
の
減
収
見
込
み
だ
が
、
実

際
に
は
約
４
０
０
万
円
の
減

収
を
見
込
ん
で
い
る
。

<

全
会
一
致
で
可
決>

　

国
で
進
め
て
い
る
国
土
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
計
画
と
の
整
合
性
を
図

る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

接
続
に
不
足
の
日
数
を
必
要

と
す
る
た
め
、
当
初
内
で
の

完
了
が
厳
し
い
と
の
こ
と
。

●　

宮
代
町
防
災
行
政
無
線

デ
ジ
タ
ル
化
整
備
工
事

<

現
行>

工
事
期
限
を
平
成

29
年
３
月
31
日

　
　
　
　

扌

<

変
更>

工
事
期
限
を
平
成

29
年
９
月
29
日
に
変
更
。

<

全
会
一
致
で
可
決>

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
の
委
員
で
あ
る
横
手
敏
夫

氏
を
引
き
続
き
委
員
に
選
任

す
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

工
事
請
負
契
約
の
変
更

議
会
で
同
意
し
ま
し
た

反
対
討
論　

丸
藤
栄
一
議
員

　

町
の
法
人
税
割
額
は
現
行
よ

り
も
２
７
０
０
万
円
の
減
収
と

な
る
。
一
方
、
法
人
住
民
税
の

一
部
は
、
地
方
交
付
税
の
原
資

に
す
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
地

方
交
付
税
も
減
り
ダ
ブ
ル
パ
ン

チ
で
あ
る
。

反
対
討
論

横手 敏夫 氏

■ 目的
　 マニュアルは、主に議会閉会中において大規模災

害が発生したときに、町議会議員が迅速かつ的確
な行動がとれるように作成したものです。　

■ 大規模災害が発生したとき
・ 宮代町災害対策本部（以下「町対策本部」とい

う。）が設置されたときは、町対策本部に協力及
び支援するため、宮代町議会災害対策支援本部
（以下「支援本部」という。）を設置します。

・ 宮代町内において大規模災害の発生をテレビ、ラ
ジオ等で覚知したときは、宮代町議会災害時対応
要領及びマニュアルに基づき行動します。

■ 支援本部の組織など
支援本部　支援本部員14名で組織し、議員を充てる
役　　職　本 部 長 ･･･ 議長
　　　　　副本部長 ･･･ 副議長
　　　　　本部役員 ･･･ 各会派の代表者にある議員
　　　　　　　　　　　  議長があらかじめ指名す

る議員
　　　　　本 部 員 ･･･ 上記を除く議員

議員の災害対応行動
マニュアルをつくる

(概要)

■ 閉会中における災害発生時の行動手順（フロー）

大規模災害発生
【町対策本部設置】

⬇
【支援本部を設置】

宮代町役場庁舎　議会室
（または本部長が指定する場所）

⬇
【連絡体制の確立】

自身の安全を確保し、次の方法により安否情報
を本部長（議長）または議会事務局長に伝達し、
連絡体制を確立する。
　ア　携帯電話
　イ　議会事務局に電子メール送信
　ウ　 ＮＴＴ災害用伝言ダイヤル（１７１）に

録音
安否情報として、次の確認事項を伝達する。
　ア　安否状況
　イ　議員の所在地
　ウ　連絡手法等（連絡先・ＦＡＸ使用の可否）

⬇
支援本部に参集（徒歩・自転車等）

（地震災害や風水害の場合に参集する）

いざというときのために
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一般質問項目一覧（抽選順）

町政をただす

　一般質問は２月21日、22日、23日
の３日間おこなわれました。
　12人の議員が登壇し、道路行政、小
中学校の統廃合、駅周辺整備、子育て支
援など43項目にわたり、町の考えをた
だしました。
　ここに掲載したものは、質問・答弁と
もに質問者が507字以内にまとめたもの
です。

本会議の様子

1. ⻆野 由紀子 議員…………………………… P11
① 切れ目のない子育て支援
② 立地適正化計画の作成とコンパクトシティの実現
③ 介護保険法などの改正
④ 農のあるまちづくり

2. 金子 正志 議員……………………………… P12
① 臨時職員に期末手当を
② 新しい村の就業規則の変更
③ 公共施設の適正配置は2町合併を見据えて対応
④ 合併協議を深めていかなければならない状況

３. 野原 洋子 議員……………………………… P13
① 東武動物公園駅西口の有効活用
② 逆井地区の道路修繕
③ 笠原地区の冠水対策の進ちょくは
④ 病児保育施設の設置

４. 丸藤 栄一 議員……………………………… P14
① 保育所を増やして、待機児童の解消を
② �国保の都道府県化で、宮代町の国保はどうなる

のか
③ �総合事業は介護サービスの切り捨てにならない

ように
④ 小中学校の統廃合

５. 石井 眞一 議員……………………………… P15
① 東武動物公園駅東口整備
② 携帯電話、スマートフォンの利用
③ 町内循環バスの運行ルートの見直し
④ �中島地区新橋通り線(一般県道蓮田杉戸線)の拡

幅整備

６.  関　弘秀 議員……………………………… P16
① 入札制度における要領の改定
② 若い方の町の政策への参画
③ 健診・受診率の向上
④ 赤ちゃん駅の充実
⑤ 災害用ドローンの導入・活用

７. 　山 妙子 議員……………………………… P17
① 次なる定住促進策は
② �沖の山横町の企業誘致の進ちょく状況をお聞き

したい
③ �運転免許証返上により高齢者の事故防止の積極

的な取り組に向けて

８. 伊草 弘之 議員……………………………… P18
① �移住・定住促進対策を今後どのように行ってい

くか
② 町道における交通安全対策は

９.  小河原 正 議員……………………………… P19
① 東武動物公園駅西口開発
② 笠原地域の浸水被害解消対策
③ 幸せと繁栄を形にする
④ 圏央道開通による宮代町の経済活性化は
⑤ 小中学校の統廃合

10. 山下 秋夫 議員……………………………… P20
① �和戸駅北側踏切161号踏切より文殊院橋までの

狭くなっている町道677号線の拡幅と163号踏
切の改善を

② 宮代町消防団条例と消防団の現状に関して
③ 学校図書館の整備・充実

11. 中野 松夫 議員……………………………… P21
① 小中学校の適正配置計画
② 胃がんの早期発見促進
③ 姫宮落川の拡幅工事

12. 唐沢 捷一 議員……………………………… P22 
① 教育行政
② 道路行政

九
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問 

妊
娠
・
出
産
の
包
括
支
援

と
し
て
、
行
う
こ
と
は
何
か
。

答 

健
康
介
護
課
長　

妊
娠
前

で
は
、
不
妊
治
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
初
め
て
出
産
の

方
に
教
室
や
気
軽
に
相
談
で
き

る
仲
間
づ
く
り
活
動
に
力
を
入

れ
て
い
る
。

　

出
産
後
は
、
全
家
庭
に
赤
ち

ゃ
ん
訪
問
を
実
施
し
、
毎
週
水

曜
日
に
保
健
セ
ン
タ
ー
で
サ
ロ

ン
を
開
催
し
て
い
る
。

　

産
後
で
は
、
乳
幼
児
健
診
を

実
施
し
、
必
要
な
方
に
は
個
別

の
相
談
や
支
援
に
繋つ
な

げ
、
言
語

聴
覚
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
、

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
理
相
談

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問 

産
後
う
つ
予
防
に
は
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
。

答 

健
康
介
護
課
長　

毎
年
10

人
前
後
の
方
が
何
ら
か
の
リ
ス

ク
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
産

後
ケ
ア
の
面
で
お
母
さ
ん
と
お

子
さ
ん
の
心
身
の
不
調
に
対
し

て
何
ら
か
の
対
応
、
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
、
産
後
ケ
ア
の
面
に

当
町
は
課
題
を
抱
え
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
県
の
補
助
事

業
の
活
用
を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

待
機
児
童
の
な
い
町
へ

問 

当
町
の
待
機
児
童
数
は
。

答 

福
祉
課
長　

平
成
28
年
度

４
月
は
、
国
定
義
に
基
づ
く
待

機
児
童
２
人
（
不
承
諾
通
知
を

送
付
し
た
児
童
数
23
人
）
だ
っ

た
が
、
平
成
29
年
度
は
、
小
規

模
保
育
施
設
開
園
予
定
な
ど
に

よ
り
、
国
定
義
の
待
機
児
童
数

０
人
（
不
承
諾
８
人
）
の
見
込

み
と
な
っ
て
い
る
。

母子の健康と子どもの健
すこ

やかな成長を

県の補助事業の活用を検討していきたい
切れ目ない子育て支援、産後ケアどうする

⻆
野
由
紀
子
　
議
員
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問 

宮
代
町
・
杉
戸
町
の
市
街

化
区
域
は
一
体
と
な
り
、
児

童
・
生
徒
も
集
中
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
適
正
配
置
は
２
町

が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す
べ
き

課
題
な
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

公
共
施
設
整
備
な
ど
に
つ
い
て

は
、
２
町
合
併
を
見
据
え
て
対

応
す
る
考
え
は
。

答 

町
長　

今
後
、
人
口
減
少

や
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
、

公
共
施
設
の
建
て
替
え
を
検
討

す
る
に
あ
た
り
、
施
設
の
種
類

に
よ
っ
て
は
、
各
市
町
単
独
で

建
て
替
え
る
の
で
は
な
く
、
広

域
的
な
利
用
を
考
え
建
て
替
え

た
方
が
望
ま
し
い
施
設
も
あ
る

と
は
思
う
。

　

し
か
し
先
に
合
併
を
見
据
え

て
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
は
基

本
的
に
は
な
い
し
、
小
中
学
校

の
適
正
配
置
に
つ
い
て
も
同
様

で
あ
る
。

臨
時
職
員
に
期
末
手
当
を

問 

６
か
月
以
上
働
く
臨
時
職

員
を
対
象
に
、
期
末
手
当
の
支

払
い
な
ど
を
検
討
す
る
考
え
は
。

答 

総
務
課
長　

期
末
手
当
を

支
給
す
る
こ
と
が
法
定
化
さ
れ

た
場
合
に
は
、
法
の
趣
旨
に
沿

っ
て
、
適
切
に
対
処
し
て
い
き

た
い
。

合
併
説
明
会
の
開
催
を

問 

合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

で
も
わ
か
る
よ
う
に
、
町
民
は

杉
戸
・
宮
代
の
合
併
に
は
賛
成

で
あ
る
。
説
明
会
を
開
催
す
る

考
え
は
。

答 

町
長　

杉
戸
町
と
の
合
併

は
多
く
の
町
民
が
望
ん
で
い
る

と
ま
で
は
言
え
な
い
と
思
う
。

今
の
段
階
で
合
併
フ
ォ
ー
ラ
ム

な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

金
子
正
志
　
議
員

住民の生活を優先したまちづくりを望む

宮代

杉戸

宮代・杉戸の２㎞圏内の住宅地

合
併
を
見
据
え
て
検
討
す
る
こ
と
は
な
い

公
共
施
設
の
適
正
配
置
は
２
町
合
併
を
見
据
え
て
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問 

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
空

き
地
に
、
草
花
を
植
え
る
提
案

を
し
た
が
、
進
ち
ょ
く
は
い
か

が
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

東
武
動
物
公
園
駅
西
口
は
、

土
地
利
用
計
画
が
固
ま
れ
ば
即

事
業
の
実
施
を
行
う
土
地
と
し

て
位
置
づ
け
て
い
る
土
地
な
の

で
、
当
分
草
花
を
植
え
る
と
か

一
時
的
な
他
の
利
用
転
換
は
考

え
て
い
な
い
。
東
武
鉄
道
は
開

発
計
画
の
決
定
に
向
け
、
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

問 

東
武
鉄
道
は
雑
草
の
除
去

に
３
０
０
万
円
の
費
用
を
か
け

て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
東
京

都
の
立
川
駅
前
に
同
程
度
の
開

発
予
定
地
が
有
り
、
所
有
す
る

企
業
が
ヤ
ギ
除
草
を
行
い
、
注

目
を
集
め
て
い
る
。
東
武
鉄
道

に
そ
の
よ
う
な
交
渉
は
で
き
な

い
も
の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長

　

町
と
し
て
も
東
武
動
物
公
園

駅
西
口
の
開
発
は
、
町
の
玄
関

口
で
も
あ
り
大
変
重
要
な
も
の

で
あ
る
と
認
識
し
い
る
こ
と
か

ら
、
開
発
が
早
期
に
実
行
さ
れ

る
よ
う
今
後
も
引
き
続
き
東
武

鉄
道
と
連
携
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
病
児
保
育
施
設

問 

町
内
に
設
置
す
る
考
え
は
。

答 

福
祉
課
長　

当
町
で
は
病

後
児
保
育
を
実
施
し
て
い
る
が
、

病
児
保
育
施
設
の
確
保
に
は
至

っ
て
い
な
い
。
支
援
体
制
向
上

に
向
け
、
病
児
を
家
庭
で
保
護

者
に
代
わ
っ
て
保
育
士
、
看
護

師
な
ど
が
保
育
す
る
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

実現に向け東武鉄道と連携していきたい

東武動物公園駅西口開発予定地

東武動物公園駅西口の活用は

野
原
洋
子
　
議
員
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新
た
な
保
育
所
の
整
備
な
ど
も
視
野
に
検
討
す
る

国と自治体の責任で、だれもが安心できる保育の実現を！

問 

宮
代
町
の
不
承
諾
児
を
含

め
た
待
機
児
童
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

答 

福
祉
課
長　

２
０
１
４
年

４
月
１
日
で
１
名
、
同
年
10
月

１
日
で
17
名
。
２
０
１
５
年
４

月
１
日
で
３
名
、
同
年
10
月
１

日
で
25
名
。
２
０
１
６
年
４
月

１
日
で
23
名
、
同
年
10
月
１
日

で
50
名
と
な
っ
て
い
る
。

問 

待
機
児
童
が
解
消
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
原
因
は
。

答 

福
祉
課
長　

５
歳
以
下
の

児
童
数
は
２
０
１
３
年
１
月
１

日
で
は
１
２
６
１
名
だ
っ
た
が

２
０
１
７
年
で
は
１
４
７
６
名

と
な
り
、
４
年
間
で
２
１
５
名

増
加
し
た
。
町
の
予
想
を
上
回

る
保
育
需
要
が
生
じ
た
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
各
幼
稚
園

に
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
要

請
や
民
間
保
育
所
に
定
員
の
拡

大
要
請
を
行
っ
た
が
、
保
育
枠

の
拡
大
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

保
育
枠
は
大
丈
夫
か

問 

新
年
度
の
保
育
枠
が
大
丈

夫
と
言
え
る
根
拠
は
。

答 

福
祉
課
長　

民
間
保
育
所

３
園
に
受
入
増
の
要
請
と
と
も

に
、
町
外
の
民
間
事
業
者
に
よ

る
小
規
模
保
育
事
業
所
の
開
設

に
向
け
、
協
議
を
進
め
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
、
４
月
に
本
田
地

内
に
定
員
19
名
の
小
規
模
保
育

施
設
の
開
設
が
可
能
と
な
り
、

町
の
認
可
を
行
う
予
定
。
こ
れ

ら
に
よ
り
30
人
程
度
の
保
育
枠

の
拡
大
が
可
能
と
な
っ
た
。

問 

待
機
児
童
の
め
ど
が
立
た

な
か
っ
た
場
合
の
対
策
は
。

答 

福
祉
課
長　

新
た
な
保
育

所
の
整
備
な
ど
も
視
野
に
至
急

検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

保
育
所
を
増
や
し
て
、
待
機
児
童
の
解
消
を

丸
藤
栄
一
　
議
員
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問 

東
武
動
物
公
園
駅
東
口
整

備
に
つ
い
て

　

①
駅
前
広
場
区
域
内
建
物
な

ど
の
補
償
調
査
の
進
ち
ょ
く
は
。

　

②
平
成
29
年
度
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
。

　

③
埼
玉
県
・
杉
戸
町
と
の
連

携
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
区
域
内
権
利
者
14
件
の
う

ち
５
件
終
了
。
建
物
な
ど
の
現

地
調
査
終
了
後
、
補
償
費
用
の

算
定
を
行
う
。

　

②
物
件
調
査
を
引
き
続
き
行

い
事
業
費
の
精
査
を
行
う
。
事

業
費
の
精
査
終
了
後
、
事
業
認

可
に
向
け
た
作
業
を
進
め
平
成

29
年
度
中
に
駅
前
広
場
の
事
業

認
可
取
得
を
目
指
す
。

　

③
駅
前
広
場
や
東
武
動
物
公

園
駅
東
口
通
り
線
の
整
備
時
期
、

整
備
手
法
、
事
業
認
可
申
請
の

進
め
方
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分

担
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

連
携
を
密
に
し
て
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

新
橋
通
り
線
の
拡
幅
整
備

問 

中
島
地
区
新
橋
通
り
線

（
一
般
県
道
蓮
田
杉
戸
線
）
の

拡
幅
整
備
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

事
業
主
体
は
埼
玉
県
で
あ
る

が
、
新
橋
通
り
線
の
整
備
は
五

差
路
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た

め
に
も
、
事
業
の
着
手
を
望
ん

で
い
る
。
平
成
29
年
度
は
地
元

か
ら
の
買
い
取
り
要
望
に
対
応

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
。

ネ
ッ
ト
利
用
の
ル
ー
ル

作
り

問 

町
で
取
り
組
む
考
え
は
。

答 

教
育
長　

各
学
校
の
取
り

組
み
を
継
続
的
に
指
導
、
支
援

し
て
い
き
た
い
。

平成29年度中に事業認可を目指す

早期の事業認可が望まれる東武動物公園駅東口駅前広場

東武動物公園駅東口駅前広場の事業認可は

石
井
眞
一
　
議
員
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な
る
べ
く
早
い
時
期
に
検
討
し
て
い
く

入札への適性化に向けた取り組みが必要

問 

調
査
基
準
価
格
・
最
低
制

限
価
格
、
ま
た
導
入
状
況
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

町
の
入

札
制
度
は
、
原
則
１
３
０
万
円

以
上
の
建
設
工
事
、
50
万
円
以

上
の
業
務
委
託
の
発
注
は
競
争

入
札
を
実
施
。
そ
の
中
で
予
定

価
格
１
０
０
０
万
円
以
上
の
建

設
工
事
は
調
査
基
準
価
格
を
設

定
し
執
行
し
て
い
る
。
最
低
制

限
価
格
は
導
入
し
て
い
な
い
。

　

県
に
お
い
て
は
、
２
５
０
万

円
以
上
の
建
設
工
事
、
１
０
０

万
円
以
上
の
業
務
委
託
の
発
注

に
つ
き
競
争
入
札
を
実
施
。
指

名
競
争
入
札
及
び
一
般
競
争
入

札
に
係
る
建
設
工
事
及
び
そ
れ

に
係
る
業
務
委
託
の
案
件
に
つ

き
、
最
低
制
限
価
格
を
設
定
。

総
合
評
価
方
式
に
係
る
も
の
に

つ
い
て
は
調
査
基
準
価
格
を
設

定
し
て
い
る
。

問 

見
積
書
作
成
時
の
参
考
資

料
の
開
示
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

入
札
執

行
後
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
情

報
公
開
条
例
に
基
づ
い
た
手
続

き
に
よ
り
可
能
な
範
囲
で
公
開
。

問 

仕
様
書
の
統
一
及
び
見
積

り
期
限
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

案
件
に

応
じ
た
様
々
な
積
算
体
系
が
あ

り
統
一
は
し
て
な
い
。
た
だ
し
、

県
の
積
算
基
準
や
土
木
単
価
を

使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
一

定
の
様
式
で
作
成
。
見
積
り
期

限
は
原
則
８
日
間
程
度
の
期
間
。

問 

現
場
代
理
人
及
び
責
任
者

の
常
駐
規
定
の
緩
和
は
。

答 

企
画
財
政
課
長　

一
現
場

に
１
人
の
現
場
代
理
人
の
常
駐

と
な
っ
て
い
る
。

入
札
制
度
に
お
け
る
要
領
の
改
定
は 関

　
弘
秀
　
議
員
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問 

①
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

　

②
美
味
し
く
て
評
価
も
高
い

学
校
給
食
の
無
料
化
は
で
き
な

い
か
。

答 

企
画
財
政
課
長　

①
子
育

て
応
援
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
み
や

し
ろ
で
育
て
よ
っ
」
「
宮
代
で

働
こ
っ
」
定
住
促
進
サ
イ
ト
と

連
携
を
図
る
。　

答 

教
育
推
進
課
長　

②
良
質

な
内
容
の
学
校
給
食
の
提
供
は

重
要
。
食
材
費
な
ど
「
実
費
」

に
相
当
す
る
経
費
は
、
保
護
者

が
理
解
で
き
る
範
囲
で
の
負
担

の
お
願
い
は
や
む
を
得
な
い
。

県
内
で
は
３
自
治
体
で
給
食
費

の
一
部
負
担
を
し
て
い
る
。

和
戸
横
町
の
企
業
誘
致

問 

①
進
ち
ょ
く
状
況
は
。

　

②
雇
用
人
数
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

①
約
20
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
県
の

農
林
協
議
に
向
け
資
料
を
作
成
。

そ
の
後
、
県
農
林
部
局
や
国
の

関
東
農
政
局
と
農
林
協
議
に
入

る
予
定
。

　

②
進
出
企
業
は
未
定
、
開
発

デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
計
画
書
か
ら

は
千
人
か
ら
千
五
百
人
の
雇
用

見
込
み
。

運
転
免
許
証
の
返
納
　

問 

①
高
齢
者
に
魅
力
あ
る
特

典
と
し
て
便
利
バ
ス
の
年
間
パ

ス
の
進
呈
を
。

　

②
日
本
工
業
大
学
の
新
白
岡

路
線
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
町
民
が

利
用
で
き
る
バ
ス
停
の
設
置
を
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
運
転

免
許
証
を
返
納
し
た
場
合
、
移

動
手
段
の
確
保
が
必
要
。
返
納

後
の
高
齢
者
の
交
通
対
策
と
し

て
内
容
と
効
果
、
公
平
性
な
ど

検
討
し
て
い
き
た
い
。

答 

企
画
財
政
課
長　

②
日
本

工
業
大
学
の
関
係
者
を
輸
送
す

る
も
の
で
あ
り
、
町
民
の
利
用

は
許
可
の
範
囲
で
な
く
設
置
は

で
き
な
い
。

「実費」に相当する経費は保護者負担で

行事食・リクエスト献立・全国の郷土料理と工夫されている学校給食

次なる定住促進策は、学校給食の無料化を

九
山
妙
子
　
議
員
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着
色
舗
装
整
備
、
照
明
の
強
化
な
ど
実
施
す
る

町道26号線、字東地内の事故防止対策として路面表示される

問 

①
昨
年
12
月
字
東
地
内
の

町
道
26
号
線
で
、
交
通
死
亡
事

故
が
発
生
し
た
。
町
の
対
策
を

伺
う
。

　

②
町
道
26
号
線
を
安
全
な
生

活
道
路
と
す
る
た
め
に
は
、
改

良
か
バ
イ
パ
ス
道
路
の
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
。
町
の
見
解

を
伺
う
。

　

③
町
道
26
号
線
の
バ
イ
パ
ス

道
路
を
、
引
き
続
き
主
要
生
活

路
線
の
構
想
道
路
と
し
て
、
位

置
づ
け
て
も
ら
い
た
い
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
町
の

交
通
安
全
担
当
と
道
路
担
当
、

県
警
本
部
、
杉
戸
警
察
署
が
、

事
故
防
止
対
策
を
協
議
し
た
。

　

町
は
、
交
差
点
内
の
着
色
舗

装
整
備
、
西
光
院
か
ら
金
原
に

向
か
う
車
線
に
「
カ
ー
ブ
速
度

落
と
せ
」
の
路
面
標
示
、
防
犯

灯
か
ら
道
路
照
明
灯
へ
の
変
更
、

広
報
３
月
号
へ
の
交
通
安
全
の

周
知
記
事
掲
載
な
ど
を
実
施
す

る
。

　

警
察
は
注
意
喚
起
看
板
な
ど

の
設
置
、
速
度
取
締
り
、
新
聞

折
込
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
報
を
実

施
す
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

②
当
該
路
線
は
交
通
量
も
多

く
、
危
険
な
町
道
と
認
識
し
て

い
る
が
、
住
宅
が
建
ち
並
び
道

路
拡
幅
は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

　

バ
イ
パ
ス
道
路
の
計
画
は
、

平
成
19
年
度
に
概
算
設
計
を
し
、

当
時
の
概
算
で
は
補
償
費
を
除

き
約
３
億
８
千
万
円
で
あ
っ
た
。

　

整
備
経
費
は
、
町
単
独
費
用

と
な
る
た
め
、
現
在
の
財
政
状

況
で
は
、
事
業
着
手
は
困
難
で

あ
る
。

　

③
引
き
続
き
、
主
要
生
活
路

線
の
構
想
道
路
に
位
置
づ
け
る
。

伊
草
弘
之
　
議
員

町
道
26
号
線
、
字
東
地
内
の
交
通
安
全
対
策
は
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問 

笠
原
地
域
の
浸
水
対
策
は
、

解
消
に
向
け
た
調
査
委
託
を
昨

年
の
６
月
に
発
注
し
て
12
月
に

結
果
が
出
さ
れ
る
と
の
説
明
で

あ
っ
た
が
、
そ
の
結
果
と
対
策

内
容
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

調
査
結
果
は
、
既
存
の
道
路

側
溝
や
排
水
路
の
状
況
が
予
想

以
上
に
複
雑
に
な
っ
て
お
り
、

確
認
作
業
を
２
月
末
ま
で
延
長

し
て
い
る
。

　

現
時
点
の
調
査
で
は
、
側
溝

自
体
が
逆
勾
配
の
箇
所
や
暗
渠

の
部
分
も
あ
り
、
測
量
デ
ー
タ

の
解
析
に
時
間
を
要
し
た
。

　

容
量
不
足
は
、
蓮
谷
地
区
・

笠
原
地
区
・
役
場
周
辺
41
・
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
調
査
で
は
側
溝

な
ど
が
２
８
８
本
、
延
長
１
万

４
０
５
４
㍍
、
そ
の
う
ち
能
力

不
足
が
97
本
あ
り
延
長
５
７
２

８
㍍
。
ほ
か
に
逆
勾
配
の
と
こ

ろ
が
29
本
あ
っ
て
延
長
９
７
６

㍍
と
な
っ
て
い
る
。

　

現
在
、
姫
宮
落
川
の
落
し
口

と
、
は
け
口
の
断
面
が
絞
ら
れ

て
い
る
た
め
、
水
が
停
滞
し
て

し
ま
う
。
能
力
不
足
解
消
の
た

め
に
は
、
計
画
断
面
に
お
い
て
、

川
幅
を
22
㍍
、
深
さ
も
２
倍
ぐ

ら
い
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
解
消
す

る
た
め
、
今
後
、
調
整
池
を
つ

く
っ
て
、
一
時
的
に
雨
量
を
た

め
て
お
く
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
こ
の
市
街
化
区
域
の

中
で
調
整
池
を
ど
こ
に
つ
く
る

の
か
が
費
用
を
含
め
て
問
題
に

な
る
。

　

こ
れ
ら
の
件
を
解
決
す
る
た

め
の
検
討
も
業
務
委
託
の
中
に

入
っ
て
い
る
の
で
、
調
査
結
果

を
ふ
ま
え
て
対
策
を
講
じ
て
い

く
。

側溝や排水路の状況が予想以上に複雑

問題の笠原地区の排水路

笠原地域の浸水調査結果は

小
河
原
　
正
　
議
員
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山
下
秋
夫
　
議
員

学
校
図
書
館
の
整
備
・
充
実
を

問 

①
学
校
図
書
館
の
利
用
・

運
営
状
況
は
。
②
各
学
校
図
書

館
の
蔵
書
数
は
。
③
図
書
整
備

費
は
。

答 

教
育
推
進
課
長　

①
調
べ

学
習
や
本
の
紹
介
な
ど
、
読
書

活
動
を
推
進
。
②
蔵
書
数
で
図

書
標
準
を
満
た
し
て
い
る
の
は

須
賀
小
学
校
１
校
。
補
完
機
能

と
し
て
、
町
立
図
書
館
か
ら
各

小
中
学
校
へ
の
集
団
貸
出
し
、

司
書
の
週
１
回
巡
回
訪
問
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
③
図
書
整

備
費
は
小
学
校
で
児
童
１
人
当

た
り
１
１
０
０
円
、
中
学
校
で

生
徒
１
人
当
た
り
１
３
０
０
円

を
予
算
化
。　

問 

和
戸
駅
北
側
に
あ
る
文も

ん
じ
ゅ殊

院い
ん

橋
近
く
の
道
路
の
拡
幅
と
御

成
街
道
踏
切
の
改
善
を
。
代
案

と
し
て
鉄
道
沿
い
に
人
道
橋
の

考
え
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

文も
ん
じ
ゅ
い
ん

殊
院
橋
近
く
の
道
路
は
高

低
差
、
拡
幅
部
分
に
建
物
が
あ

り
難
し
い
。

　

御
成
街
道
の
踏
切
は
代
替
え

道
路
の
計
画
は
な
い
が
、
立
体

化
に
合
わ
せ
階
段
を
設
置
す
る

計
画
。　

問 

①
消
防
団
の
出
動
手
当
は

１
回
の
出
動
で
３
５
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
が
増
額
の
考
え
は
。

②
消
防
団
を
支
え
る
仕
組
づ
く

り
は
。
③
分
団
小
屋
の
耐
震
化

対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

①
当
町

の
手
当
は
出
動
形
態
や
出
動
時

間
が
他
自
治
体
と
異
な
る
た
め
、

一
概
に
言
え
な
い
が
同
額
ま
た

は
上
回
っ
て
い
る
。
②
支
え
る

仕
組
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
消

防
団
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
消

防
団
へ
の
優
遇
制
度
が
あ
り
活

用
す
る
。
③
消
防
団
詰
所
は
耐

震
化
強
化
の
た
め
、
３
施
設
を

順
に
建
替
え
を
す
る
。

学
校
図
書
費
を
２
５
６
万
円
予
算
化
す
る

各小中学校での蔵書数を増やすことが求められている
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問 

中
学
校
適
性
配
置
計
画
に

つ
い
て
、
２
校
の
検
討
は
あ
っ

た
か
。

答 

教
育
長　

仮
定
と
し
て
の

推
計
に
な
る
が
、
道
佛
地
区
を

含
む
区
域
と
含
ま
な
い
区
域
で
、

生
徒
数
の
偏
在
化
が
進
む
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
教
育

環
境
の
格
差
は
望
ま
し
く
な
い

と
考
え
る
。

　

中
学
校
は
「
教
科
担
任
制
」

で
あ
る
こ
と
か
ら
教
職
員
数
の

確
保
や
多
様
な
教
育
活
動
を
図

る
上
で
、
一
定
の
学
校
規
模
は

必
要
で
あ
る
。

　

２
校
の
建
設
費
は
約
44
億
円

と
試
算
さ
れ
る
が
、
財
政
上
の

課
題
が
あ
る
。

問 

学
校
の
統
廃
合
と
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
は
。

答 

教
育
長　

「
第
４
次
宮
代

町
総
合
計
画
」
、
ま
た
審
議
会

答
申
に
も
あ
る
と
お
り
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要

性
や
地
域
と
の
対
話
は
大
切
で

あ
る
。

　

地
域
説
明
会
で
の
住
民
の
皆

様
の
意
見
を
受
け
て
、
小
中
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
と
配
置

に
つ
い
て
、
さ
ら
に
地
域
拠
点

づ
く
り
と
併
せ
た
具
体
的
提
案

が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。

問 

今
後
の
進
め
方
は
。
地
域

へ
の
情
報
の
提
供
と
共
有
、
対

話
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
が
。

答 

教
育
長　

お
寄
せ
頂
い
た

地
域
の
声
に
応
え
る
た
め
、
引

き
続
き
情
報
公
開
と
丁
寧
な
説

明
に
努
め
つ
つ
、
長
期
的
視
野

に
立
っ
た
計
画
の
具
体
化
を
図

り
、
さ
ら
な
る
検
証
作
業
を
経

た
後
に
実
施
計
画
な
ど
の
提
示

を
し
て
い
き
た
い
。

長期的視野に立った計画の具体化を図る

教育の最善を求めて

中学校適正配置計画のこれからは

中
野
松
夫
　
議
員
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安
心
安
全
な
道
路
づ
く
り
を
目
指
す

新しい道路に信号機の設置を

問 

町
民
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
生
活
道
路
づ
く
り
に
、
さ

ら
に
取
り
組
む
考
え
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

日
常
の

生
活
道
路
を
は
じ
め
、
通
勤
、

通
学
道
路
の
整
備
に
向
け
て
、

年
２
回
、
町
交
通
安
全
対
策
協

議
会
を
開
催
。
道
路
改
修
や
危

険
箇
所
、
さ
ら
に
は
道
路
診
断
、

路
面
、
標
識
の
整
備
な
ど
、
多

岐
に
わ
た
っ
た
道
路
安
全
対
策

を
取
っ
て
い
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

　

各
自
治
会
か
ら
の
道
路
側
溝

や
沈
下
、
舗
装
・
修
繕
の
要
望

に
応
え
て
お
り
、
今
後
も
住
環

境
の
改
善
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

整
備
な
ど
、
住
民
生
活
に
密
着

し
た
重
要
道
路
の
利
便
性
と
安

全
性
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

教
育
行
政
に
つ
い
て
　

問 

教
職
員
の
勤
務
実
態
現
状

と
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
、
壁
、
ロ

ッ
カ
ー
な
ど
の
耐
震
対
策
は
。

さ
ら
に
児
童
・
生
徒
の
防
災
教

育
は
。

答 

教
育
長　

教
職
員
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
に
、
県
の
案

内
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
基
に
、
心

身
疲
労
回
復
や
健
康
保
持
に
務

め
て
い
る
。

　

今
後
も
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ

ン
ス
の
推
進
に
向
け
、
負
担
軽

減
策
に
よ
る
長
時
間
労
働
の
削

減
を
図
っ
て
い
く
。

　

校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
や
壁
、
ロ

ッ
カ
ー
の
耐
震
対
策
は
、
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
で
計
画
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

防
災
教
育
は
、
災
害
に
対
応

す
る
能
力
の
基
礎
を
培
う
安
全

教
育
を
さ
ら
に
進
め
て
行
く
。

住
民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
を

唐
沢
捷
一
　
議
員
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議
　
案
　
番
　
号

議案・主な内容
議
　
決
　
結
　
果

政策会議
みやしろ

新政
宮代

日本
共産党 公明党 みやしろ 

絆の会
無
会
派
議
　
長３人 ２人 ２人 ２人 ２人 1人

小
河
原
　
正

石
井
　
眞
一

金
子
　
正
志

伊
草
　
弘
之

中
野
　
松
夫

丸
藤
　
栄
一

山
下
　
秋
夫

関
　
弘
秀

⻆
野
由
紀
子

唐
沢
　
捷
一

九、山
　
妙
子

野
原
　
洋
子

合
川
　
泰
治

1 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例…「～に相当する職務」などの不明確
な表現を用いることは避けるようにとの総務省通知があり、改正するもの。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

2 税条例等の一部を改正する条例…地方税法等の一部を改正する等の法律等の施行に伴
い、法人町民税の税率の引き下げや軽自動車税環境性能割の導入など。

可
決● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

3
企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例…人事院勧告に準
じた扶養手当の改正を行うもの、企業職員の給料の種類などについても地方公務員と
同様に適用するもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

4
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例…地方公務員の育児休業等に関
する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法
律の一部改正に伴うもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

5
職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例…地方公務員の育
児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福
祉に関する法律の一部改正に伴うもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

6 ホームヘルプサービス手数料条例の一部を改正する条例…平成29年度４月からの介護
予防・日常生活支援総合事業の開始に伴うもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

7
個人情報保護条例及び行政手続きにおける特定の個人を識別するための番号の利用等
に関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を
改正する条例…条例により、個人番号を利用して事務ができることになっている。ネ
ットワークシステムを利用した場合、情報の照会者、その日時などを記録をするため。

可
決● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

8 指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準等を定める条例の
一部を改正する条例…厚生労働省令の一部改正に伴うもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

9
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型
介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定め
る条例の一部を改正する条例…厚生労働省令の一部改正に伴うもの。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

10 職員の配偶者同行休業に関する条例の一部を改正する条例…人事院規則の一部改正に
伴うもの。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

11 工事請負契約の変更契約の締結…防災行政無線デジタル化整備工事の履行期限を変更
する必要が生じたため。

可
決○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

12 固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求める…引き続き委員に選任した
いため。

同
意◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

13
平成28年度一般会計補正予算（第４号）…国補正予算を活用した中学校空調設備設置
工事の実施及び国施策である臨時福祉給付金の給付に伴い、一般会計予算に1億4,349
万円を追加するもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

14 平成28年度国民健康保険特別会計補正予算（第３号）…各種事業実績及び各種交付金
交付見込み額の減額等に伴い、国民健康保険特別会計予算から1,187万円を減額する。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

15 平成28年度介護保険特別会計補正予算（第３号）…介護保険制度の改正等に伴う電算
システムの改修のため、介護保険特別会計予算に165万円を追加する。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

16 平成28年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）…埼玉県後期高齢者医療広域
連合給付金の減額に伴い、後期高齢者医療特別会計予算から968万円を減額する。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

17 平成28年度公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）…事業費の確定に伴い、公共
下水道事業特別会計予算から2,300万円を減額する。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

18 平成29年度一般会計予算…総額95億1,400万円、前年比1.3パーセント増。 可
決● ○ ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

19
平成29年度国民健康保険特別会計予算…総額48億2,900万円。国保税率等の改正により
増額。厳しい財政状況と平成30年度からの広域化を見据えて急激な保険税の変化とな
らないように改正する。

可
決● ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

20 平成29年度介護保険特別会計予算…総額27億3,522万円とする。地方自治法第211条第
１項の規定によるもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

21 平成29年度後期高齢者医療特別会計予算…総額4億3,844万円。地方自治法第211条第１
項の規定によるもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

22 平成29年度公共下水道事業特別会計予算…総額10億1,890万円。快適な生活環境の向上
と河川等の水質保全のため、下水道施設の維持管理をするもの。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

23 平成29年度農業集落排水事業特別会計予算…総額5,659万円。排水処理場の適切な維持
管理を行い、農業用排水の水質保全と生活環境の向上に努める。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

24
平成29年度水道事業会計予算…収益的収入の予定額を８億4,856万円。収益的支出の
予定額を7億1,023万円。資本的収入の予定額を8,856万円。資本的支出の予定額を５億
5,923万円。安全で安心な水道水を供給するための予算、安定供給するために水道施設
などを整備する。

可
決◯ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ―

議案に対する各議員の賛否 ○賛成　●反対　− 議長は採決に加わらない
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町
政
や
議
会
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や
ご
感
想
な
ど
を

寄
稿
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

議 

会 
を

傍
聴
し
て

　

２
月
に
私
に
と
っ
て
、
４
回

目
の
議
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

　

傍
聴
の
動
機
は
、
現
在
実
施

中
の
「
町
内
循
環
バ
ス
の
運
行

ル
ー
ト
の
変
更
を
求
め
る
請
願

書
」
の
署
名
に
参
加
し
た
こ
と

で
し
た
。

　

議
会
で
の
議
員
さ
ん
と
行
政

側
の
質
疑
応
答
は
、
真
剣
な
熱

意
を
感
じ
ま
し
た
が
、
実
現
に

向
け
た
進し
ん
ち
ょ
く捗の
遅
れ
を
感
じ
ま

し
た
。

　

周
辺
を
見
渡
す
と
五
差
路
の

安
全
対
策
、
新
橋
通
り
線
の
拡

幅
整
備
な
ど
多
数
の
課
題
を
抱

え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問

題
解
決
の
勉
強
の
た
め
、
機
会

を
つ
く
り
傍
聴
に
足
を
運
び
た

い
と
思
い
ま
す
。

五十嵐健一さん
（中島地区）

表
紙
の
写
真
を
探
し
て
歩
い
て
い
た
ら

　
青
空
の
下
、
絵
画
サ
ー
ク
ル
の
皆
さ
ん
が
、

公
民
館
を
飛
び
出
し
て
、
古
利
根
川
の
遊
歩

道
に
咲
き
始
め
た
桜
の
木
の
下
で
写
生
を
し

て
い
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
紹
介

　
議
会
だ
よ
り
78
号
の
表
紙
を
飾
っ

た
小
学
校
入
学
の
三
つ
子
の
姉
妹
。

１
０
２
号
で
は
小
学
校
の
卒
業
式
の

写
真
で
す
。
同
級
生
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
、
校
庭
の
楓
の
木
に
見
守
ら
れ
、

す
っ
か
り
成
長
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
時
発
行
さ
れ
た
２
０
１
１
年
は

東
日
本
大
震
災
の
年
。
議
会
だ
よ
り

の
大
見
出
し
は
、「
被
災
救
援
と
復

興
に
全
力
あ
げ
よ
」
で
し
た
。

　
こ
の
６
年
間
で
町
は
、
子
ど
も
の

よ
う
に
成
長
で
き
た
で
し
ょ
う
か
。次回は５月25日㈭開会予定です

議会を傍聴しませんか

　

今
回
の
議
会
で
は
、
総
務
文
教
委

員
会
と
福
祉
産
業
委
員
会
を
、
別
々

の
日
に
開
催
し
ま
し
た
。
別
々
に
す

る
こ
と
で
、
両
方
の
委
員
会
を
傍
聴

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

紙
面
で
は
、
議
案
に
対
す
る
各
議

員
の
賛
否
の
一
覧
を
見
直
し
ま
し
た
。

議
案
の
項
目
だ
け
で
な
く
、
概
要
を

記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
容
を
分

か
り
や
す
く
し
、
大
き
く
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
「
議
会
だ
よ
り
」
は
、

そ
の
時
の
議
会
で
何
が
審
議
さ
れ
結

果
ど
う
な
っ
た
か
を
記
事
に
し
、
読

み
や
す
い
紙
面
作
り
に
努
め
、
町
民

の
皆
様
に
議
会
の
様
子
を
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。 

（
伊
草
）
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発
行
／
宮
代
町
議
会
・
議
会
広
報
委
員
会　

０
４
８
０
（
34
）
１
１
１
１

住
所
／
埼
玉
県
南
埼
玉
郡
宮
代
町
笠
原  

１
‐
４
‐
１

発
行
責
任
者
／
議
長　

合
川
泰
治

   議会懇談会を開催します

日時　５月13日土
午前10時30分～12時30分
宮代町立図書館ホール

問い合わせ先　宮代町議会事務局
☎34－1111　内線302

皆様の
ご参加

お待ちして
おります。


